






要約・ 最近、新生児医療の領域で原因不明の発疹性疾患が問題となっている。その典型

例では発熱に引き続き 2-3 日で消失する突発性発疹様発疹を認め血液検査で血小板数の減

少を認める。患児から高率にMRSA (メチシリン耐性黄色ブドウ球菌)のトキシン産生株(コ

アグラーゼ 11 型、エンテロトキシン C、'TSST-1 産生株)が検出された。新生児医療連絡

会を通じておこなった全国アンケート調査(1994 年 1 月から 1995 年 6 月までの期間)の結

果から同タイプの MRSA 株と症例の増加の時期、地域分布に関係が認められた。さらに同

タイプの MRSA 株の産生する TSST-1(Toxic Shock Syndrome Toxin-1)に対する患児の血清

抗 TSST-1-IgM 値を ELISA 法で測定したところ臨床像に一致して抗体価の上昇を認め、

TSST-1 の病態への関与が示唆された。


